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放射線教育「コミュタン福島の展示施設を活用した課題解決学習」学習指導案

[富岡第一・第二中学校 全学年 理科（２年次）]
日 時：平成２９年９月２７日（水） ５・６校時

場 所：福島県環境創造センター交流棟(コミュタン福島)

１ 本校の放射線教育の目標

放射線等に関する知識を身につけさせ、自ら考え、判断し、行動できる力を育成する。

２ 本課題解決学習の設定理由

（１）これまでの経緯から

本校では震災以降、理科における「放射線教室」を中心に放射線教育を推進してきた。放射性物質

や放射線、放射能などの基礎的な知識の習得、内部被ばくや外部被ばく等放射線の人体への影響につ

いての理解など、科学的な視点を持つための学習を年間３時間程度実施してきた。昨年度は放射線な

どについての個人課題を設定し、コミュタン福島の展示施設等を活用した課題解決学習を行った。ま

た、平成２６年度からは、「ふるさと創造学」としてふるさと「富岡町」について、総合的な学習の

時間に被災前の町についての学習を行っている。今年度は一学年が「避難解除後の富岡町を知る」を

テーマに、放射線防護や除染、放射性廃棄物の保管など、放射線と富岡町に関する個人課題を設定し

学習している。

（２）本校の実態から

本校の生徒は、原発事故の影響により、全員が郡山市や三春町に避難をしている。学習課題にはま

じめに取り組む生徒が多い。しかし、実験を計画する力や得た知識を日常生活等で活用する力におい

ては課題が残る。表現活動においても、観察・実験の結果を言葉で表現すること、結果をもとに考察

することを苦手としている生徒が多い。「放射線などについてのアンケート」（ＨＰに掲載）を実施

した結果、「世界中どこにでもある」が１５人中１５人、「身の回りに存在する」が１４人、「放射線

は人体に害を与えるときがある」が１４人と、基礎的な性質はほとんどの生徒が正しく理解していた。

また、「他人に対して説明できるか」という問いに対しては、「説明できる」や「できそう」と答え

た生徒の数が昨年より増えた。特に、「除染の目的や放射線から身を守る方法について説明できる」

または「できそう」と答えた数が１０人であった。これは、放射線と自分たちの生活との密接な関係

を身を持って体験してきたことと、今までの放射線に関する学習での知識の習得と理解によることだ

と思われる。

（３）課題設定と解決に向けて

本学習においては、昨年に引き続きコミュタン福島の施設等を活用し、今までの放射線教育で得た

知識を生かして、生徒自らが課題を解決する学習を計画した。放射線についての科学的な理解を進め

るための学習は無論のこと、「ふるさと創造学」との関連から震災以降の富岡町の現状を知るための

学習など、生徒の設定したテーマも、理科、社会科、総合的な学習の時間などと関連のある、幅広い

ものとなった。

３ 指導計画（総時数 ５時間）

時 間 期 日 学 習 活 動

１ 7/14（金） ○課題設定に向けた事前指導

１校時 ・震災から現在までを振り返るとともに、学習全体の見通しを持ち、課

題の設定をする。

２ 9/ 4（月） ○課題解決に向けた計画立案

３校時 ・コミュタン福島での学習方法の計画を立てる。

３・４ 9/27（水） ○課題解決のための学習

本時 ５・６校時 ・コミュタン福島の展示施設等を活用して、課題解決のための情報の収

集を行う。

５ 10月上旬 ○まとめ

・集めた情報を整理して、Ａ３用紙１枚程度にまとめる。

４ 本時のねらい

コミュタン福島の展示施設等を活用し、自分の課題解決に向けて調べ学習等を行うことができる。



５ 指導過程

段
学習活動・内容 形態 時間 ○教師の指導・支援 評価（方法）

階

１ 本時の課題を把握する。（多目的会議室） 一斉 １０ ○前時までの学習を振り返るとともに

コミュタン福島の展示施設などを活用 展示施設を利用して学習することを

課 して、自分の課題について調べよう 説明し、学習意欲を喚起する。

題 ○調べた内容は、次時にまとめること

把 を伝え、見通しを持たせる。

握 ◯自分の課題に関係の深い展示物で調

べることを伝える。

２ 展示施設等に移動し、調べ学習をする。 小集団 ６０ ○各班(個人)の調べる展示施設が適切

学 習 課 題 個別 (50) かどうか巡回指導を行う。（授業者、

１ 福島第一原子力発電所の事故と現状（３年１名） 各学年教員）

２ 事故後の富岡町の空間線量率の推移 ○多目的会議室で実験を行う生徒には

（３年１名、１年１名） 理科教師がつき、実験方法やデータ

３ 空間線量率の推移と地域比較（３年１名） の処理の仕方について指導する。

４ 人体への放射線の影響（３年２名） 【中心となる活動】

５ 放射線から身を守るための方法について １：映像資料や新聞報道資料からの情

課 （３年１名、１年１名） 報収集

題 ６ 除染廃棄物の保管と処理について ２：放射線測定マップのデータをグラ

追 （３年１名、１年１名） フ化（富岡町内の数ヶ所）

究 ７ 遮へいによる放射線の防護（２年４名） ３：放射線測定マップのデータをグラ

８ 除染はどのように行われているのか（１年２名） フ化（富岡町と他の地域の比較）

９ 農林水産物の放射線検査（１年１名） ４：ケアラボでの実習、測るラボで外

10 再生可能エネルギーについて（１年１名） 部被ばく防護三原則の実験

11 放射線の基礎（３年２名） ５：多目的室で線源からの距離と放射

線についての実験

３ 調べて得た情報を整理し、まとめの 小集団 (10) ６：多目的室で除染モデル等の実験

準備をする。 個別 ７：多目的室で遮へいと放射線につい

ての実験

８：除染ラボで除染の仕方についての

情報収集

９：農林水産物の放射能検査のデータ

を展示物から収集

10：環境創造ラボで再生可能エネルギ

ーについての情報収集

11：多目的室で霧箱等の実験

○情報収集が終わり次第、多目的会議

室に戻り、調べた内容を整理し、ま

とめの構想を練らせる。

自分の課題解決に向けての調べ学習

等を行うことができたか。

（観察、ワークシート）

４ 学習の振り返りを行い、次時の学習の見 １０

ま 通しを持つ。（多目的会議室）

と （１） 調べた内容等について発表する。 一斉 ○調べたことや感じたことについて、

め 数人に発表させる。

（２） 次時の予告を聞く。 一斉 ○調べた内容のまとめをポスターとし

てまとめることを確認する。



学びのマップ動線図（１班）

日 時： ２０１７．９．２７（水）
来館校：富岡町立富岡第一・富岡第二中学校
活動班：第１班

学習テーマ 福島第一原子力発電所の事故と現状(３年１名)

1-1･3原子力発電所立体模型 → 1-1･1歩みシアター → 1-2･2年表 → 1-2･4新聞報道 →
動 13:35～ 13:45 13:45～ 13:55 13:55～ 14:05 14:05～ 14:15
線
例 2-2福島第一原子力発電所の今 → 多目的室（DVD→まとめ）→ 施設見学・5 環境創造シアター(15:00 ～)

14:15～ 14:20 14:25～ 14:40 14:40～ 14:50 14:50～ 15:20

③年表の前で説明を受けている様子

多目的室
た もくてきしつ

⑥
⑤

①

②
④ ③

③

②

② 立体模型：事故後の福島第一原子力発電所模型
① シアター：3.11歩みのシアター
④ 新聞：福島第一原子力発電所水素爆発状況および経過
③ 年表：事故収束に向けた工程表・廃止措置に向けた中長期ロードマップ
⑤ テーブルモニター：「福島第一原子力廃炉の今」
⑥ ＤＶＤ：「福島第一原子力発電所は今～あの日から、明日へ～ ver.2016.12」



学びのマップ動線図（２班）

日 時： ２０１７．９．２７（水）
来館校：富岡町立富岡第一・富岡第二中学校
活動班：第２班

学習テーマ 事故後の富岡町の空間線量率の推移(３年１名・１年１名)

1-2･4新聞報道 → 1-1･1歩みシアター → 1-2･2年表 → 2-2環境“回復"のいま →
動 13:35～ 13:45 13:45～ 13:55 13:55～ 14:00 14:00～ 14:10
線
例 3放射線測定マップ → 多目的室（グラフ化→まとめ）→ 施設見学・5 環境創造シアター(15:00 ～)

14:10～ 14:20 14:25～ 14:40 14:40～ 14:50 14:50～ 15:20

⑤放射線測定マップで調べている様子

多目的室
た もくてきしつ

⑥

④

①

② ⑤
③

⑤

② 新聞：県民１２万人避難
① シアター：3.11歩みのシアター
③ 年表：原発事故による福島県内自治体の移動先
④ テーブル：避難指示区域を含む市町村数
⑤ 壁ディスプレイ：放射測定マップ
⑥ グラフ化：富岡町空間線量率の推移の折れ線グラフ



学びのマップ動線図（３班）

日 時： ２０１７．９．２７（水）
来館校：富岡町立富岡第一・富岡第二中学校
活動班：第３班

学習テーマ 空間線量率の推移と地域比較(３年１名)

1-2･4新聞報道 → 1-1･1歩みシアター → 1-2･2年表 → 3放射線測定マップ →
動 13:35～ 13:45 13:45～ 13:55 13:55～ 14:00 14:00～ 14:10
線
例 2-2環境“回復"のいま→ 多目的室（グラフ化→まとめ）→ 施設見学・5 環境創造シアター(15:00 ～)

14:10～ 14:20 14:25～ 14:40 14:40～ 14:50 14:50 ～ 15:20

⑤放射線測定マップでデータ記入の様子

多目的室
た もくてきしつ

⑥

④

①

② ⑤
③

⑤

② 新聞：県民１２万人避難
① シアター：3.11歩みのシアター
③ 年表：原発事故による福島県内自治体の移動先
⑤ 壁ディスプレイ：放射測定マップ
④ テーブル：各地の今日の空間線量率

テーブル：今日８時の放射線量率
⑥ グラフ化：他地域の空間線量率の推移の折れ線グラフ



学びのマップ動線図（４班）

日 時： ２０１７．９．２７（水）
来館校：富岡町立富岡第一・富岡第二中学校
活動班：第４班

学習テーマ 人体への放射線の影響(３年２名)

3見える化ウォール → 1-1･1歩みシアター → 3ケアラボ（食べものによる内部被ばく）
動 13:35～ 13:45 13:45～ 13:55 13:55～ 14:10
線
例 → ケアラボ(外部被ばく防護三原則実験) → 多目的室（DVD→まとめ）→ 施設見学・5 環境創造シアター(15:00 ～)

14:10～ 14:20 14:25～ 14:40 14:40～ 14:50 14:50～ 15:20

③

④

多目的室
た もくてきしつ

⑤
③

④

1

①

②

② 見える化ウォール（透過力・遮へい）
① シアター：3.11歩みのシアター
③ テーブルモニター：「食べものによる内部被ばく」
④ テーブル実験：外部被ばく防護三原則実験
⑤ ＤＶＤ：「今知りたいからだと放射線」 ③内部被ばくデータを記入している様子



学びのマップ動線図（５班）

日 時： ２０１７．９．２７（水）
来館校：富岡町立富岡第一・富岡第二中学校
活動班：第５班

学習テーマ 放射線から身を守るための方法について(３年１名・１年１名)

多目的室（線源からの距離放射線実験 → グラフ化） → ケアラボ →
動 13:35～ 13:55 13:55～ 14:10 14:15～ 14:25
線
例 多目的室（まとめ） → 施設見学・5 環境創造シアター(15:00 ～)

14:30～ 14:40 14:40～ 14:50 14:50～ 15:20

②外部被ばく防護の実験している様子

②

多目的室
た もくてきしつ

①・③

②

① 実験：線源から離れるにつれて放射線量（γ線）はどのように変化するか
② テーブル実験：外部被ばく防護三原則実験
③ グラフ化：線源からの距離による減衰曲線・考察



学びのマップ動線図（６班）

日 時： ２０１７．９．２７（水）
来館校：富岡町立富岡第一・富岡第二中学校
活動班：第６班

学習テーマ 除染廃棄物の保管と処理について(３年１名・１年１名)

多目的室（土による遮蔽実験 → グラフ化） → 除染ラボ →
動 13:35～ 13:55 13:55～ 14:05 14:10～ 14:25
線
例 多目的室（まとめ） → 施設見学・5 環境創造シアター(15:00 ～)

14:30～ 14:40 14:40～ 14:50 14:50～ 15:20

③曲線のグラフを考察している様子

②

多目的室
た もくてきしつ

①・③
②

① 実験：土によってどのように放射線量（γ線）が遮蔽されるか
② テーブル：様々な除染の取り組み・放射線廃棄物仮置き場の管理状況
① グラフ化：土による遮蔽距離減衰曲線・考察



学びのマップ動線図（７班）

日 時： ２０１７．９．２７（水）
来館校：富岡町立富岡第一・富岡第二中学校
活動班：第７班

学習テーマ 遮蔽による放射線の防護(２年４名)

多目的室（α線・γ線遮蔽実験 → グラフ化）→ 3透過力モデルボックス →
動 13:35～ 13:55 13:55～ 14:10 14:15～ 14:25
線
例 多目的室（まとめ） → 施設見学・5 環境創造シアター(15:00 ～)

14:30～ 14:40 14:40～ 14:50 14:50～ 15:20

①β線の遮蔽実験をしている様子

多目的室
た もくてきしつ

①・③

②

②

① 実験：α線やγ線は、どのようなもので遮蔽できるか
② テーブルボックス：のぞいてみよう。放射線の透過力モデル
③ グラフ化：他地域の空間線量率の推移の横棒グラフ・考察



学びのマップ動線図（８班）

日 時： ２０１７．９．２７（水）
来館校：富岡町立富岡第一・富岡第二中学校
活動班：第８班

学習テーマ 除染はどのように行われているか（１年２名)

1-2･2年表 → 1-1･1歩みシアター → ３除染ラボ(除染活動) →
動 13:35～ 13:45 13:45～ 13:55 14:00～ 14:25
線
例 多目的室（まとめ） → 施設見学・5 環境創造シアター(15:00 ～)

14:30～ 14:40 14:40～ 14:50 14:50～ 15:20

③住宅除染モデルの説明を受けている様子

③

多目的室
た もくてきしつ

⑤ ④

③

①

②

② 年表：除染活動の写真
① シアター：3.11歩みのシアター
③ 長テーブル：住宅除染の流れ

モニター：「除染とは」
④ 壁ディスプレイ：さまざまな除染の取組
⑤ まとめ：除染はどのように行われているかのレポート作成



学びのマップ動線図（９班）

日 時： ２０１７．９．２７（水）
日 時： ２０１６．１１．２９（火）
活動班：第９班

学習テーマ 福島県産の農林水産業物の放射能検査(１年１名)

多目的室（食品放射線検査実験・簡易ゲルマ測定器 → 図表） → 2-2 農林水産業物データ
動 13:35～ 14:10 14:10～ 14:15 14:20～ 14:30
線
例 → 測るラボ → 多目的室（まとめ） → 施設見学・5 環境創造シアター(15:00 ～)

14:30～ 14:35 14:40～ 14:50 14:50～ 15:20

①食品の放射線量を測定している様子

③

多目的室
た もくてきしつ

①・⑥

④
③

⑤

②

⑤

① 実験：身の回りの食品から、どのくらい放射線量が出ているか測定しよう
② シアター：3.11歩みのシアター
③ テーブル：県農林水産物の放射線検査基準値超過数割合
④ サイコロ：農林水産物のモニタリング
⑤ テーブルモニター：「守られる食の安全」
⑥ まとめ：除染はどのように行われているかのレポート作成



学びのマップ動線図（１０班）

日 時： ２０１７．９．２７（水）
来館校：富岡町立富岡第一・富岡第二中学校
活動班：第１０班

学習テーマ 再生可能エネルギーについて(１年１名)

4可能再生エネルギーの可能性 → 1-1･1歩みシアター →
動 13:35～ 14:10 14:15～ 14:25
線
例 多目的室（まとめ） → 施設見学・5 環境創造シアター(15:00 ～)

14:30～ 14:40 14:40～ 14:50 14:50～ 15:20

③ ③太陽光発電の写真を撮影している様子

多目的室
た もくてきしつ

④

③ ②

①

②

②③ テーブル：福島県の再生可能エネルギー
③ 壁とびら情報：福島県で取り組んでいる再生可能エネルギー
① シアター：3.11歩みのシアター
④ まとめ：福島県の再生可能エネルギーのレポート作成 ＋ 太陽光パネル等実験



学びのマップ動線図（１１班）

日 時： ２０１７．９．２７（水）
来館校：富岡町立富岡第一・富岡第二中学校
活動班：第１１班

学習テーマ 放射線の基礎(３年２名)

多目的室（霧箱・放射線飛跡観察 → スケッチ） → 3大型霧箱観察
動 13:35～ 13:50 13:50～ 14:00 14:05～ 14:20
線
例 多目的室（まとめ） → 施設見学・5 環境創造シアター(15:00 ～)

14:25～ 14:40 14:40～ 14:50 14:50～ 15:20

多目的室
た もくてきしつ

①・③

②

②

① 実験：α線自然放射線を観察してみよう。
② 大型霧箱：自然放射線の飛跡観察ならびに観察スケッチ＋霧箱についての情報収集
③ まとめ：実験中型霧箱および大型霧箱の観察スケッチの完成＋霧箱観察レポート作成



富岡町立第一・第二中学校三春校における放射線に関する取組

１のKEY 理科の授業での放射線の学習

２のKEY 各教科で行う放射線の学習

３のKEY 総合的な学習の時間 １年「ふるさとから学ぶ（ふるさと創造学）」

１学年テーマ「避難解除後の富岡町を知る」

・富岡町はどのように除染しているのか。

・どの発電方法が一番優れているのか。

・身近な地域の食べ物は安全なのか。

・放射線の影響を受けないようにするにはどうすればよいのか。

・帰還困難区域はどうなれば解除になるのか。

・放射線はどのように除染し処理するのか。

・フレコンバックに除染廃棄物保管して安全なのか。

・今年度の３つの重要な「KEY」



１ 理科の授業での放射線の学習

理科の授業としては５時間扱い

①課題設定（１時間）

②課題解決に向けた計画立案
（１時間）

③課題解決のための学習（２時間）

④まとめ（１時間）

指導計画（総時数 ５時間）

１ 7/14（金）
１時 ○課題設定に向けた事前指導

・震災から現在までを振り返るとともに、学習全体の
見通しを持ち、課題の設定をする。

２ 9/ 4（月）
２時 ○課題解決に向けた計画立案

・コミュタン福島での学習方法の計画を立てる。

３ 9/27（水）
３・４時○課題解決のための学習

・コミュタン福島の展示施設等を活用して、課題解
決のための情報の収集を行う。

４ 10月上旬
５時 ○まとめ

・集めた情報を整理して、Ａ３用紙１枚程度にまと
める。

課題解決に向けた計画立案



・２、３年生については前年度の

自分の学びを振り返りながら、

発展的に調べたり、一つのこと

をさらに深く調べたり、全く新し

いテーマに取り組んだ。

・ １年生は総合学習における自分

のテーマを踏まえながら設定し

た。

今年度の学習テーマ 一覧



学習前の昨年度と今年度の比較

カ 放射線、放射性物質、放射能の違いを説明できますか。
・説明できる または 自信はないが説明できる

２人 → ８人

キ 放射線の種類や性質について説明できますか。
・説明できる または 自信はないが説明できる

２人 → ７人

ク 除染の目的を説明できますか。
・説明できる または 自信はないが説明できる

７人 → １０人

ケ 放射線から身を守る方法を説明できますか。
・説明できる または 自信はないが説明できる

５人 → １０人



事故後の富岡町の空間線量の推移



事故後の富岡町の空間線量の推移



まとめ



まとめ



２ 各教科で行う放射線教育

・時間にこだわらない

５分でも１０分でもできる範囲内で行う。

・特に、指導案等は必要としない。

映像記録として残す。

→ 後日振り返ったり、文字に起こしたりしやすい。



事例Ⅰ

• １年数学「文字と式」

単位が異なる式はどうすればよいのか。

放射線量

μ㏜ ｍ㏜ ㏜
（マイクロ） （ミリ）

×1,000 ×1,000

1,000

1

1,000

1
××

・3年数学「いろいろな関数」
放射線の半減期



１年数学 ３年数学



１年数学



３年数学



事例Ⅱ

• 3年美術「自画像 だまし絵『ビキニの3つのスフィンクス』」

・フロイト・ダリ・アインシュタインの顔が入っている。

・アインシュタインが経緯はどうあれ「実験」に同意のサインをした

ことで水爆実験が行われ・広島、長崎の原爆投下へつながった。

・3年英語 「A Mother’s Lullaby」

広島原爆投下にまつわるお話

※生徒たちは美術の時間の内容と英語の時間の内容が関係性があ
るように感じた。「だから美術の時間にやったのか」との発言。



3年美術 3年英語



事例Ⅲ ３年国語「挨拶ー原爆の写真によせて 石垣りん」

美術・英語・国語

〇原爆の悲惨な状況を取り上げているが、第一歩としてはこれでよいと考えている。ここが各教科における
スタートラインではないか。誰もが専門家ではないので、少しずつ知識を蓄えていけばよいのではないか。
→ 今後は
・この写真のようなことが起きた熱はどのようにして発生したのかを簡単でいいので教師が説明できるとか。

例えば、「核分裂反応によってものすごく高い熱が発生しやけどをして亡くなっている。原子力発電所も同
じ仕組みで熱を発生させそれにより蒸気を作り出し発電機を回している」という説明など。
※次の時に一歩進んだ説明ができるようになればよい。

「焦らすじっくり着実に」を念頭に。



事例Ⅳ
• 3年社会「歴史的分野 町の歴史について調べよう」

・富岡町はどのような歴史をあゆんできたのだろうか
※生徒それぞれが町の歴史について調べ発表した。その中に２０１１年３月
１１日起きた東日本大震災に伴う第二原子力発電所の事故とその後につい
て調べ発表した生徒たちがいた。

事例Ⅴ
• １年家庭「調理実習 食材の放射線量の測定」

※生徒たちは自分たちの給食が作られている給食センターを訪問し食材

の放射線量が測定された上で、問題のないものばかりが提供されている

ことを説明されている。



３年社会 １年家庭



３年社会



１年家庭



事例Ⅵ「全校学級活動 キャリア教育」

• 世の中は変化していく。東日本大震災のような災害が起きるとさらに
大きく変化してしまう。

• みんながここで今生活している、学習しているのはどうしてという問
いから、放射線の種類について質問をし、今までの放射線教育の学
習を振り返っている。



ふるさとから学ぶ

富岡町立富岡第一・第二中学校１年

３ 総合的な学習の時間習の取組
総合的な学習の時間 学校テーマ



H28年度の
学習の振り返り

課題設定まで
全校オリエンテーション



全校オリエンテーション

富岡○×クイズ



富岡町について

疑問に思っていること

知らないこと

学年テーマの決定に向けて



個人の疑問 疑問の共有 グループ分け





第１学年テーマの決定

避難解除後の
富岡町を知る



個人課題の決定

一番調べたいと

思ったこと

学習の見通しが

立つもの



学習計画づくり



個人課題

Ａ君
「富岡町は、どのように

除染しているのか」







分かったこと

・町全体の除染の状況から

放射性物質‥雨樋や植物周辺にたまる

除染‥放射線量が大きく減少



考えたこと

除染と半減期、
どちらの効果が高いか疑問



個人課題

Ｂ君
「どの発電方法が

一番優れているか」







分かったこと
再生可能エネルギー

・メリット・デメリットがある

・地域に適した発電方法を選択

原発事故以降

・原子力発電‥減少

・火力発電 ‥増加



考えたこと

電力は、
安全で安定した供給が大切



個人課題

Ｃ君
「身近な地域の食べ物は

安全なのか」







分かったこと

一般食品放射能基準値 100Bq/kg

＞田村市給食センター食品基準値25Bq/kg

測定結果から
・富岡町郡山市の野菜‥検出限界値以下

・実際に測定した食品 ‥「安全」



考えたこと

店頭に並ぶ福島県産の食品の
「安全」を伝える方法は？



個人課題

Ｄさん
「フレコンバックに

除染廃棄物を保管して
安全なのか」







分かったこと

「土のう」を間に置くと線量が低くなる

仮置き場‥外側に遮へいの「土のう」

フレコンバッグ

分別‥除染廃棄物と災害廃棄物

可燃物と不燃物



考えたこと

富岡町で放射線量が高い場所と
低い場所、何が違ったの？



個人課題

Ｅさん

「放射線の影響を

受けないようにするには

どうすればよいか」







分かったこと

放射性物質から離れる‥線量が低下

土やアルミ板‥遮へい効果が高い

タイベック‥‥遮へい効果が低い

放射線の影響を軽減は

放射性物質から「離れる・遮へいする」



考えたこと

放射線は人体に
どんな影響があるの？



個人課題

Ｆさん
「帰還困難区域は、

どうなれば解除になるのか」







分かったこと
「帰還困難・居住制限・避難指示解除準備」

「線量」「河川や道路の目印」などで分ける

避難指示解除の条件

①年間20ｍSv未満②生活環境の整備③町と合意

年間20ｍSv未満にするためには除染を繰り返す



考えたこと

帰還困難区域の解除に向けて
どういう取組をするのか疑問



個人課題

Ｇ君
「放射性物質は

どのように除染し、
処理するのか」







分かったこと
住宅の除染

・紙タオルで拭くなどの手作業

・庭木や土も取り除く

場所に応じて適切な方法で除染している

除染廃棄物
・仮置き場～中間貯蔵施設～最終処分場



考えたこと

公共施設の除染方法は？
廃棄物の最終処分って何？



学習のまとめ
表 現



ふるさとから学ぶ
ひとりひとりが課題を持つ

・違った切り口で課題を追究

・富岡町が抱える問題点や可能性を知る

学びの過程で新たな疑問や課題

・ふるさとをみつめ、ふるさとから学んでいきたい




